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既存無目断面詳細図

ハンガー引き戸無目の断面詳細
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※現場調査報告に基づき作図しています
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100無目 自動ドア開閉装置
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自動ドア納まり参考図

自動ドア納まり参考図

※本図は、100見付けの自動ドア装置を設置した場合の参考図です

※風除室側は、センサータッチ起動

※館内側は、センサー起動

見積の際に、どのような方法か示して金額も追加してください
※自動ドア装置の納まり具合により、補修方法も異なります

（本図は、現場調査報告に基づき事務局で作成した参考です）

補修材

３

センサータッチ
センサー

※壁の貫通が困難な場合は無目下の設置
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自動ドア納まり参考図

100無目 自動ドア開閉装置

センサ

センサータッチ

補修材

100無目 自動ドア開閉装置

見積範囲（施工範囲）

補修材

センサー

ドアハンドル取付穴補修

ドアハンドル取付穴補修

ドアハンドル取付穴補修

風
除
室
側

館
内
側

①自動ドア開閉装置

②外側(風除室側）起動センサ：センサータッチ

③内側(館内側）起動センサ：無目付けセンサ

④補助光線センサ（対向又は反射式）

⑤補修材一式（開閉装置上部、ドア部）

⑥上記材料取付調整費

※本図は、現場調査報告を基に作図しています

施工の際に確認が必要です
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木製ドア

※ドアハンドルがセンサーに干渉しなければ

そのまま残しても良いです
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倶知安風土館 
建物外観 

 
フロント外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



フロント内観 

 
開閉装置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



フロントの状態（カバー取付位置変更必要） 

 
フロントの状態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ドアの状態（下部） 

 
ドアの状態（上部） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



付属機器（錠前） 

 
 
 
 
 
 
 




